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汀ち際から距岸 100へ300mの水域ではホンタワラ類

や札産額J)よく繁茂し/+=岩盤 と大小の岩が点在し,磯

J)員観を示している.その沖合部は平坦な地形で底質

は砂質てあり,定置網の設置された距岸約 600m水域

J)水深は約2()mてあった.二の 一統の定置網は岸か

r〕約 100m沖合まで広がった磯の途切れる部分かJ,

Fig.1. Location of the Shikanoshima
Set-netil一the Chikuzen-kaiwhere the

appearanceandmaturltyOfpufferswere
examined

沖合に向かって長さ450mの垣網を張り出し,その沖

合いジ)先端部には2ヶ所の端口を設けた運動場部 (長

さ113m,幅 30m,深さ30m)とそれに続 く箱網 (戻

さ75m,幅 12m,深さ30m)で構成され,箱網は落

綱となっている.この定置網の漁獲量は年間約 300ト

ンで,そのうちフグ頬は約 3トンであり,全漁獲量に

占める割合は少ないように思われるが,この値は全国

的に見ると決して少ない方ではない.また漁獲操業は

年間を通じて 1-2回/日行われ,フグの漁獲量が種類

別ではないものの完全に記録されているなどの諸点に

よって本研究に適した漁業と考えられる.

筆者 らは1982年 1月～1982年 12月におけるこの

定置網 一統による漁獲台帳を整理するとともにこの調

査期間に27回,漁獲操業を手伝いながら漁獲された全

てのフグ類の全長測定とその一部を標本として採集し

た.漁獲台帳が種類別に記載されていなかったため,

二の全艮測定時の種類組成をもとに日別漁獲量を種類

別に重量換算して出現動態の検討に供した.採集個体

数はショウサイフグ TakljTugu uermicularlS(Tem-

mincketSchlegel)113尾,ヒガンフグ T.♪ardahls

(Temminck et Schlegel) 60尾,コモンフグ T.

I)oecl'lonotus(TemmincketSchlegel)76尾,クサフ

グ120尾で,これらは10%ホルマリンで固定され,坐

殖腺重量によって成熟度が調べられた.

結 果

漁獲量の月変動

調査期間におけるこの定置網の全漁獲量を月別にも

Tablel･ Catchdataoftotal.mainfishesandpuffersbytheShlkanoshlmaSet-net,1982.

month Jam Feb Mar APT May Jun Jut Aug Sept Oct Nov Dec

T()tatcatch
lnton

4 1.7 2() .8 27 . 7 12 . 2 17.7 28.5 23 .0 2 5.7 33.H 21 .2 20.3 15 .8

1)Llffersll1 1､Hr lこう8.日 447 .5 tr)66 .2 408 .5 4(2().3 332.8 271 .0 76 . 5 89 .5 35.5 13 7.6 233.0

111 ((I/O) 川 .3) (2 .2) (2.()) (3.3) (2 .4) (1.2) (1.2) 川 .3) (().3) (0 .2) (0 .7) (1.5)

Ranking
Nul spe cies SA SA GS SQ SQ SQ HM G S CR (i S B A SA

ln l､.LT 36,16バ 16,762)13,288 2,9 4 2 5.64〔) 6 .0()8 7,183 3,533 6.078 4.752 5,123 8,053

111 (～'/｡) (86.8) (80.I-)) (47.9) (24.1) (31.9) (21.0) (31.3) (1:3.6) (lfH )) (22.4) (25 .3)(51.0)

N｡2 specleS MA SQ SA (iS SA H.ll (iS HM HM H M H M SQ

ln l､HT i),5137 1,23.I) 6,OL)9 2,332 2.757 4∴341 3.766 3,366 5.823 4,6 6 5 3.838 2,040

1n (?/o) (6.1) (5.9) (21.8) (19.1) (15.6) (15.2) (16.4) (13.1) (17.2) (22.0) (18.9) (12.9 )

Nu3 specleS SH SIう SIう SA GS GS S Q M A YT B A S A HM

m l､HT 1.222 921 4,622 2,115 i.475 3.064 t'''Ji52 1,916 2,76() 2.()37 i.577 1.574

111((/'i,1 (i).9) (4.4) (16.7) (17.3) (8,3) (10.即 日4.6) (7 .5) (8 .2) (9.6) (7.8) (10.0)

SAISardine,GS.gizzardshad;SQ,squid,HM,horsemackerel;CR,croaker,BA,barracuda;
MA,mackerel,SB,seabass
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沖合に向かつて長さ 450mの垣網を張り出し，その沖

合いの先端部には 2ヶ所の端口を設けた運動場部(長

さ113m，幅 30m，深さ 30m)とそれに続く箱網(長

さ75m，幅 12m，深さ 30m)で構成され，箱網は落

網となっている.この定置網の漁獲量は年間約 300ト

ンで，そのうちブグ類は約 3トンであり，全漁獲量に

占める割合は少ないように思われるが，このf直は全国

的に見ると決して少ない方ではない.また漁獲操業は

年間を通じて 1~2 [C1J/日行われ，フグの漁獲量が種類

別ではないものの完全に記録されているなどの諸点に

よって本研究に適した漁業と考えられる.

筆者らほ 1982 年 1 月 ~1982 年 12 月におけるこの

定置網一統による漁獲台帳を整理するとともにこの調

査期間に 27目，漁獲操業を手伝いながら漁獲された全

てのブグ額の全長測定とそのー部を標本として採集し

た.漁獲台帳が種類別に記載されていなかったため，

この全長測定時の種類組成をもとに日別漁獲量を種類

別に重量換算して出現動態の検討に供した.採集個体

数はショウサイフグ Takifugu vermicularis (Tem 

minck et Schlegel) 113尾，ヒガンブグ 1ぺ ρardalis

(Temminck et Schlegel) 60尾，コモンフグ T 

toecilonotus (Temminck et Schlegel) 76尾， クサフ

グ120尾で，これらは 10%ホルマリンで固定され，生

殖腺重量によって成熟度が調べられた.

J士
rli口 果

漁獲量の月変動

調査期間におけるこの定置網の全漁獲量を月別にも

Table 1. Catch data of total， main白shesand puffers by the Shikanoshima Set.net， 1982 
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l'uffcrs in !、日 1:l8.0 441.5 56日.2 408.5 420.3 332.8 271.0 76.5 89.5 35.5 137.6 233.0 
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メA.sardine; GS. gizzard shad; SQ， squid; HM， horse mackerel; CR， croaker; BA， barracuda ; 

MA， mackere!; SB， sea bass 



フグ類の生態 Ⅰ.

とめ,さらに漁獲量の多い上位 3種とフグの漁獲量お

よびそれらの全漁獲量に占める百分率を Tablelに

示した.これによれば月別全漁獲量は122-417トン

uj間で変動し,月平均値は24トンであった.種類別で

はイワシ類,コノシロ,アジ類,イカ類,カマス,ス

ズキ,ブナ,サバ,ブリの順で多く,フグ類は少ない

部類に入った.この内,イワシ類は11月～5月に多く

出現し,とくにその占める割合は12月に51%,1月に

868%, 2月に80.5%で,12月～ 2月に卓越 してい

た.また,3月にはコノシロが47.9%を占めた.この

ような全体的な漁獲壷の変化の中でフグは周年漁獲さ

れたもののその岩は少なく,0.2-33%に過ぎなかっ

た.月別には3月の566.2kgが最 も多く,次いで 2

局,5月および4月に400kg以上漁獲された.一方,

漁獲量の少ない月は10月の35.5kg,次いで 8月の

76.5kg,9月の89.5kgであった.このように志賀島

の沿岸部へのフグの出現は12月～7月に多 く,8月

-11月に少ない単峰型を示した.

l J9

99

フグ漁獲量の日変動

定置網uj漁獲台帳より1982年フグのEj別漁獲量を

整理してFig2に示した.操業は魚市場が休日の前日

と海況の荒れた日以外ほぼ毎日行われ,その日数は合

言十280Rであった.この内,フグが漁獲されたのは214

日で 76･4%の漁獲率であった.とくに2月～ 7月は

90%以上を示し,操業した日はほぼ毎日,フグが漁獲

された｡漁獲量の変動幅は79kg,日平均漁獲量は11

2kgであった.Fig.2によって漁獲量の日変動様式を

みると2月中旬- 3月上旬, 3月下旬～4月下旬, 5

月中旬～6月中旬および12月にビークが認められた.

これらの複数のピークには沿岸域へ来遊する種類の遷

移が考えられるため,次に魚種別に検討した.この定

置網で漁獲されたフグはショウサイフグ,ヒガンフグ,

コモンフグ,クサフグ,トラフグ,シマフグ Taklfugu

xanthoptenLS(TemmincketSchlegel),ゴマフグ T

stz'C/Onotus(Temmi】lCketSchlegel)およびサバフグ

Lagocephaluslunansspadiceus(Richardson)の8種

MONTH

Fig.2.DailycatchofpuffersbytheShikanoshimaSet-n(ゝt,1982

ブグ類の生態 1. 99 
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定置網の漁獲台帳より 1982年ブグの H別漁獲量を

整理して Fig.2に示した.操業は魚市場が休日の前日

と海況の荒れた日以外ほほ毎日行われ，その日数は合

計 280Rであった.この内，フグが漁獲されたのは 214

日で 76.4%の漁獲率であった.とくに 2 月 ~7 月は

90%以上を示し，操業した日はほぼ毎日，フグが漁獲

された。漁獲量の変動幅は 79kg，日平均漁獲量は 11

2 kgであった. Fig.2によって漁獲量の日変動機式を

みると 2 月中旬~3 月上旬 3 月下旬~4 月下旬 5

月中旬~6 月中旬および 12 月にピークが認められた.

これらの複数のピークには沿岸域へ来遊する種類の遷

移が考えられるため，次に魚種別に検討した.この定

置網で漁獲されたフグはショウサイフグ，ヒガンフグ，

コモンフグ，クサフグ，トラフグ，シマブグ Takiゲugu

xanthotterus (Temminck et Schlegel)，ゴマブク T

stictonotus (Temminck et Schlegel)およびサノすフグ

Lagoce.戸haluslunan's stadiceus (Richardson)の8種

Fig. 2. Daily catch of puffers by the Shikanoshima Set.net， 1982 
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MONTH
Fig･3.MonthlycatchofeachspeciesofpufferbytheShikanoshimaSet-net.

であった.この内, トラフグ,シマフグ,ゴマフグと

サバフグは出現個体数,出現頻度 ともに少なかったた

め,他の 4種についてその漁獲量を Fig.3に示した.

これによれは,ショウサイフグはほぼ周年出現したが

1月と12月に少なく,5月に最多となってフグ類の

73.2%を占めた.6,7月にもそれぞれ470%と71.3%

を占め,5月～7月にはとくに多い傾向を示した.ヒ

カンプブは3Jjにフグ額の61.10/.を占めて最 も多 く,

その後は減少 して5月～10月ではほとんど出現 しな

かったが,11月には増加 し始め,12月に再び多くなっ

た.本種の出現は 1月にも少なかったが,増加傾向が

前年の 12月より連続すると考えると,志賀島の沿岸部

には 11月-4月に多 く出現して,その後沖合い部に移

動するもul)と考えられる.コモンフグは2月にフグ類

J)約 70O/Oを占めて最も多く,以後減少して7月にはほ

とんどセロとなり,11月より増加し始めた.このよう

に本種の出現時期は 11月～6月であり,とくに12月

-2月に多い傾向を示した.クサフグは沿岸の浅所に

周年山現し,他のフグのような顕著な出現ピークを示

さなし､が,3月～6月に比較的多い傾向があった.

成 熟

沿岸部に出現するフグ4種の成熟全長および成熟時

期 を検討 した.成熟 を示す指数 として成熟度指数

(GSI)をもちいた.GSIは生殖腺重量を体重から内臓

重量を減 じた値で除して,100を乗じて算出された.成

熟魚体の大 きさを調べるため全長 とGSIの関係を種

類別,雌雄別にFig4に示した.これによれば,ショ

ウサイフグでは全長が雄で約 160mm,雌で約 195

mmから,ヒガンフグでは全長が雄で約 190mm,雌で

約 200mmから,コモンフグでは全長が雌雄 とも約

130mmから,クサフグでは全長が雄で約 90mm,価

で約 110mmからGSIが上昇し始め,これらの全長以

上に成長すると成熟して産卵に関与するものと考えら

れる.

次に,これらの成熟全長の個体を用いて成熟時期を

明らかにするためGSIの月別変化を種類別,雌雄別に

Fig.5に示した.ショウサイフグではGSIが5月下旬

から上昇して6jjf旬～7月中旬に高 く,以後減少す

る.他のフグに比べてGSIの最大値は雄で 19%と低

く,しかも雌は更に低い値 となっていた.ヒガンフグ

は2月上旬にGSIがすでに上昇中で,3月に最大値を

示し,4月になると急減する.この傾向は雌雄 ともに

見られたが最大値は雌で35%におよぶが,雄ではたか

だか 15%に過ぎなかった.コモンフグでは雌雄でGSI

の変動に明瞭な差が認められ,雌のGSIが 2月中旬か

ら上昇し始め,3月中旬～4月下旬には31%に増大し
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であった. この内， トラフグ，シマブグ，ゴマフグと

サパブグは出現個体数，出現頻度ともに少なかったた

め，他J)4種についてその漁獲量を Fig.3に示した.

これによれば，ショウサイフグはほぼ周年出現したが

1月と 12月に少なし 5月に最多となってフグ類の

73.2%を占めた.6，7月にもそれぞれ 47.0%と71.3%

を占め 5 月 ~7 月にはとくに多い傾向を示した.ヒ

ガンブクは 3月にブグ類の 61.1%を占めて最も多し

その後は j威少して 5 月 ~10 月ではほとんど出現しな

かったが， 11月には増加し始め， 12月に再び多くなっ

た.本種の出現は 1月にも少なかったが，増加傾向が

前年の 12月より連続すると考えると，志賀島の沿岸部

(こは 11 月 ~4 月に多く出現して，その後沖合い部に移

動するものと考えられる.コモンフグは 2月にフグ類

J)約 70%を占めて最も多く，以後減少して 7月にはほ

とんどゼロとなり， 11月より増加し始めた.このよう

に本種の出現時期は 11 月 ~6 月であり，とくに 12 月

~2 月に多い傾向を示した.クサフグは治岸の浅所に

l司年山現し，他のフグのような顕著な出現ピークを示

さないが 3 月 ~6 月に比較的多い傾向があった.

成熟

沿岸部に出現するフク 4種の成熟全長および成熟時

期を検討した.成熟を示す指数として成熟度指数

(GSl)をもちいた_ GSIは生殖腺重量を体重から内臓

重量を減じた値で除して， 100を乗じて算出された.成

熟旬、体の大きさを調べるため全長と GSIの関係を種

類別，雌雄別に Fig.4に示した.これによれば，ショ

ウサイフグでは全長が雄で約 160mm，雌で約 195

mmから，ヒガンフグでは全長が雄で約 190mm，雌で

約 200mmから，コモンフグでは全長が雌雄とも約

130mmから，クサフグでは全長が雄で約 90mm，1雄

で約1l0mmから GSIが上昇し始め，これらの全長以

上に成長すると成熟して産卵に関与するものと考えら

れる.

次に，これらの成熟全長の個体を用いて成熟時期を

明らかにするため GSIの月別変化を種類別，雌雄別に

Fig.5に示した.ショウサイフグでは GSIが 5月下旬

から上昇して 6 月下旬~7 月中旬に高く，以後減少す

る.他のフグに比べて GSIの最大値は雄で 19%と低

ししかも雌は更に低い値となっていた.ヒガンフグ

は2月上旬に GSIがすでに上昇中で， 3月に最大値を

示し 4月になると急減する.この傾向は雌雄ともに

見られたが最大値は雌で 35%におよぶが，雄ではだか

だか 15%に過ぎなかった.コモンフグでは雌雄で GSI

の変動に明瞭な差が認められ，雌の GSIが 2月中旬か

ら上昇し始め， 3 月中旬~4 月下旬には 31%に増大し
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た後急減するのに対して,雄では 12月上旬からわずか

ながら上昇し,2月中旬～ 4月下旬にGSIは約 9%と

かなり低い最大値を示した後,6月中旬まで徐々に減

少し,変動が小さかった.クサフグのGSIは4月初め

から上二昇し始め,雄では4月上旬～5月下旬に最大値

275%となり,以後 8月まで減少した.雌は雄よりわ

ずかに遅れて5月下旬～ 6月中旬に最大値 36%を示

し,以後雄 と同様 8月まで減少する.いずれの種類で

も程度の差はあるものの雄が雌に比 して早期に成熟す

る傾向があった.

このように魚種によってGSIの最大値にかなりの

差が認められた.この現象は種による体型の差ばかり

でな く,沿岸域に出現するフグ類の生態的持件を示し,

とくに産卵生態の種による違いを示唆している.

論 議

志賀島大敷網の漁獲台帳をもとに,平松 (1980)は

昭和 44年～52年の魚種別漁獲量の年変動を調べたが,

二の期間のフグ類の年間漁獲量は0.5-35トンの範

囲内で変動しており, とくに経年的な増減に一定の傾

向はなく,主体 となるフグはサバフグであった.近年

の漁獲傾向をみても年間漁獲量はこの範囲内に入って

おり,年変動は激ししゝが経年的な一定の増減傾向のな

しユ点で平松の結果と一致 している.しかし,フグ頬中

Jj主要魚種をなしていたサバフグは漁獲台帳に記録さ

れぬまで減少して,現在はショウサイフグ, ヒカンプ

グ,コモンフグ,クサフグが多い.これらの原因につ

し1ては現在のところ不明である.

フグ類の志賀島沿岸部に多 く出現する時期は,ショ

ウサイフグではほほ周年出現するものの5月～7月に,

ヒガンフグでは 1月～4月に,コモンフグでは 12月

- 2月に,そしてクサフグでも周年出現するものの3

月-6月であった.一方,GSIの結果によると成熟全

長以上に成育した雌の成熟時期は,ショウサイフグで

は5月 F句-7月 上旬に,ヒガンフグでは2月上旬

～ 4月上旬に,コモンフグでは2月中旬～ 4月末に,

クサフグでは4月初め～ 6月上旬であった. このよう

に志賀島沿岸部において種類別の出現動態 とそれぞれ

の成熟時期 との間に対応が認められ,各種類はGSIの

高い時期に多く出現する.すなわち,沿岸域への出現

と成熟 ･産卵 とcT)間に強い関連があり,成熟 ･産卵期

になるとフグは沿岸域に来遊 して来るものと考えられ

る.また,漁獲量の日変動に数回のピークを認めたが,

この現象は前述のような個々の種類の成熟生態 と関連

して生ずる種頼別の出現時期の違いに原因しているこ

とが明らかである.

ここで取 り扱った4種のフグ類の筑前海における産

卵生態については不明な点が多いが,藤田 (1962b)は

ショウサイフグの産卵場を聞き取 り調査によって推定

した結果,福岡県の津屋崎,新宮,相島を結ぶ海域に

あり, ヒガンフグはホンダワラが繁茂する沿岸の岩礁

地帯や藻場などに生活史のほぼ全期を通じて棲み,産

卵をタイドプールで行 うとしている.また,白石 ･田

中 (1984)はヒガンフグの産卵を神奈川県二滴半島の

小田和湾の岸辺の砂礁地帯で観察している.コモンフ

グの膚卵場については藤田 (1962b)が岸近 くにあると

推定し,クサフグは筆者の一人,松井が 1982年 と1983

年に志賀島の定置網が設置された水域,博多湾および

能占島などの磯でその産卵を観察 している (未発表).

これらの 4種の産卵場所に関する既往の知見 と今回得

たGSIJ)変動につしゝての結果を統合して,この水域に

出現するフグの生態について若干の考察を行った.こ

れによれば,ショウサイフグはその低いGSIでも解る

ように山岸の浅所では産卵せず,津屋崎,新宮,相島

を結ぶ海域U)中でも比較的沖合い部で,しかも潮通し

の良い水域で産卵するものと考えられる.また,ヒガ

ンフグにつしゝては,採集標本が腹部を軽 く圧しただけ

で卵を放出することや高いGSI,推定される産卵期に

おけるGSIの急激な減少傾向などによって,定置網の

設置水域から大きくは離れていない所で産卵すると推

定される. しかし,産卵期におけるたびたびの調査に

もかかわらず志賀島のタイドプールでは産卵やその形

跡 も発見されていない.また,漁師への聞き取 り調査

でも岸辺での産卵は否定的であった.コモンフグの産

卵場所はGSIが比較的高いに もかかわ らず,藤田

(1962b)が推定 したような筑前海沿岸の岸近 くでは

なし-摘 巨性が高いものと考えられる.すなわち,本種

a)成魚は沿岸浅所ujホンダワラ類の繁茂する岩礁地帯

に牛息 して成熟するが,雌雄の顕著に異なるGSIとそ

uj変動様式にもとづくと,成熟が進行するとともに沖

合いの産卵場へ順次移動すると考える万が自然である.

また,その産卵場はGSIがショウサイフグの値より高

いことから,ショウサイフグほどは沖合いでないと思

われる.クサフグについては筑前海の外洋に面した岸

a)岩礁都で,とくに小石の多い岩礁の問で産卵 し,こ

a)確卵場の沖合い約 600m における成熟状態が判明

した.

要 約
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た後急減するのに対して，雄では 12月上旬からわずか

ながら上昇し 2 月中句~4 月下旬に GSI は約 9% と

かなり低い最大値を示した後 6月中旬まで徐々に減

少し，変動が小さかった.クサフグの GSIは4月初め

から上昇し始め，雄では 4 月上旬~5 月下旬に最大値

27.5%となり，以後 8月まてγ戚少した.雌は雄よりわ

ずかに遅れて 5 月下旬~6 月中旬に最大値 36% を示

し，以後雄と同様 8月まで減少する.いずれの種類で

も程度の差はあるものの雄が雌に比して早期に成熟す

る傾向があった.

このように魚種によって GSIの最大値にかなりの

差が認められた.この現象は種による体型の差ばかり

でない沿岸域に出現するフグ類の生態的特性を示し，

とくに産卵生態の種による違いを示唆している.

三A、 三主主

日間 同我

志賀島大敷網の漁獲台帳をもとに，平松(1980) は

昭和 44 年~52 年の魚種別漁獲量の年変動を調べたが，

この期聞のフグ類の年間漁獲量は 0.5~3.5トンの範

凶内で変動しており，とくに経年的な増減に 定の傾

向はない主体となるフグはサパブグであった.近年

の漁獲傾向をみても年間漁獲量はこの範囲内に人って

おり，年変動は激しいが経年的な一定の増減傾向のな

LヘSl，で平1訟の結果と一致している.しかし，フグ類中

の主要魚種をなしていたサパフグは漁獲台帳に記録さ

れぬまで減少して，現在はショウサイフク，ヒガンブ

グ， コモンフグ， クサフクむが多い. これらの原因につ

いては現在のところ不明である.

フク類の志賀島沿岸部に多く出現する時期は，ショ

ウサイブグではほぼ周年出現するものの 5 月 ~7 月に，

ヒ力、ンフグでは l 月 ~4 月に，コモンフグでは 12 月

~2 月に，そしてクサフグでも周年出現するものの 3

月 ~6 月であった.一方， GSIの結果によると成熟全

長以上に成育した雌の成熟時期は，ショウサイフグで

は 5 月下旬~7 月 k匂に，ヒガンフグでは 2 月上旬

~4 月上旬に，コモンフグでは 2 月中旬~4 月末に，

クサブグでは 4 月初Jめ~6 月上旬であった. このよう

に志賀島沿岸部において種類別の出現動態とそれぞれ

の成熟時期との聞に対応が認められ，各種類は GSIの

高い時期に多く出現する.すなわち，沿岸域への出現

と成熟・産卵との問に強い関連があり，成熟・産卵期

になるとフグは沿岸域に来遊して来るものと考えられ

る.また，漁獲量の日変動に数回のピークを認めたが，

この現象は前述のような個々の種類の成熟生態と関連

して主ずる種類別の出現時期の違いに原因しているこ

とが明らかである.

ここで取り扱った 4種のフグ類の筑前海における産

卵生態については不明な点が多いが，藤田(l962b)は

ショウサイブグの産卵場を聞き取り調査によって推定

した結果，福岡県の津屋崎，新宮，相島を結ぶ海域に

あり， ヒガンフグ;まホンダワラが繁茂する沿岸の岩礁

地帯や藻場などに生活史のほぼ全期を通じて棲み，産

卵をタイドプールで行うとしている.また，白石・回

巾(1984) はヒガンフグの産卵を神奈川県三浦半島の

小田和湾の岸辺の砂磯地帯で観察している.コモンフ

グの注卵場については藤田(l962b)が岸近くにあると

推定し，クサブグは筆者の一人，松井が 1982年と 1983

年に志賀島の定置網が設置された水域，博多湾および

能占島などの磯でその産卵を観察している(未発表).

これらの 4種の産卵場所に関する既往の知見と今回得

たGSIJ)変動についての結果を総合して，この水域に

出現するブグのと主態について若干の考察を行った.こ

れによれば，ショウサイフグはその低い GSIでも解る

ように沿岸の浅所では産卵せず，津屋崎，新宮，相島

を結ぶ海域の中でも比較的沖合い部で，しかも潮通し

の良い水域で産卵するものと考えられる.また，ヒガ

ンフグについては，採集標本が腹部を軽く圧しただけ

で卵を放出することや高い GSI，推定される産卵期に

おける GSIの急激な減少傾向などによって，定置網の

設置水域から大きくは離れていない所で産卵すると推

定される. しかし，産卵期におけるたびたびの調査に

もかかわらず志賀島のタイドプールて、は産卵やその形

跡も発見されていない.また，漁師への聞き取り調査

でも岸辺での産卵は否定的であった.コモンフグの産

卵場所は GSIが比較的高いにもかかわらず，藤田

(l962b)が推定したような筑前海沿岸の岸近くでは

ない口J能 1'1:が高いものと考えられる.すなわち，本種

の成魚は沿岸浅所のホンダワラ類の繁茂する宕礁地帯

に全息して成熟するが，雌雄の顕著に異なる GSIとそ

の変動様式にもとづくと，成熟が進行するとともに沖

合いの産卵場へ順次移動すると考える方が自然である.

また，その産卵場は GSIがショウサイフグの値より高

いことから，ショウサイブグほどは沖合いでないと思

われる.クサフクについては筑前海の外洋に面した岸

の岩礁部で，とくに小石の多い岩礁の間で産卵し，こ

の産卵場の沖合い約 600mにおける成熟状態が判明

した.

要 約

福岡県の筑前海沿岸部に出現するフグの生態につい



フグ頬の生態 I.

て,定置網の漁獲台帳および標本調査によって若 I二の

知見を得た.

1. 二の海域に出現するフグは8種であったが,その

うちショウサイフグ,ヒガンフグ,コモンフグおよび

クサフグが多かった.

2.フグの全漁獲量は12月～7月に多く,2月～11

月に少ない単峰型の出現様式を示した.

3.種類別に見るとショウサイフグは5月～7月に,

ヒガンフグは1月～4月に,コモンフブは12月～2月

に,クサフグは3月-6月に多く出現する傾向があり,

これらの時期 とそれぞれの高い成熟度指数 (GSI)を示

す時期 とが強 く対応した.

4. 4種のフグの沿岸域への出現モー ドと成熟 ･産

卵 との間に強い関連が認められ,成熟 ･産卵期にこれ

JjJ)フグは沿岸域に来遊するものと推定された.

5. GSIの変動様式 と既往の知見にもとづいて筑

前海の志賀島水域における産卵場所の推定を試みた.
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Summary

The ecological studies on the migration, spawning and growth of puffers are not enough
to promote their propagation. The authors examined the appearing and the maturing habits
of puffers by the data of the catch and the specimens caught with the Shikanoshima Set-net,
ahich was located at the coastal water of the Chikuzen-kai in the Sea of Japan, from January
to December, 1982. The results obtained are’as follows :

1) Puffers were much in volume in December-July and some species of them appeared
almost through the year. Takij%gu vermiculuvis,  T. oardali&  T. poecilonotus and T. niphobles
appeared much in volume in May-June. January-April, December-February and May-June,
respectively. Other species of puffers were little in every month.

2) The period when these species appeared most in volume corresponded to the period
of the high gonadosomatic index (GSI) in each species, and this relation suggested that the
puffers approached to and inhabited the coastal area during the high GSI period.

3) On the basis of changes of GSI, the spawing areas at the near Shikanoshima on the
Chikuzen-kai were presumed, that is, Takifugu  vermiculuris and T. poecilonotus would not
span-n at the shallow part of the coastal water in the Chikuzen-kai, but at the relatively
offshore area enclosed by Tsuyazaki, Shingu and the Island of Ainoshima. The spawning
area of 7’. paydalis  and T. niphobles would be the area near the Shikanoshima Set-net.
Especially. T. niphobles  was confirmed to spawn at the shore of the Shikanoshima.


